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こ
の
４
月
１
日
付
け
で
、
広
島
県
林
業
振

興
担
当
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
野
上
光

康
と
申
し
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
本
県
の
緑
化
推

進
に
格
別
の
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
は
、
気
候
変
動
対
策
や
生
物

多
様
性
の
確
保
、
幸
福
度
（W

ell-being

）

の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
緑
地
が
有
す
る
機
能
へ
の
期
待
が

一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。国
に
お
い
て
は
、

令
和
６
年
度
に
都
市
緑
地
法
を
改
正
し
、
都

市
緑
化
の
推
進
や
、
民
間
企
業
に
よ
る
緑
化

投
資
の
促
進
、
さ
ら
に
は
緑
地
を
気
候
変
動

対
策
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
位
置
付
け
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
や
豪
雨
時
の
雨
水
貯
留
、
生

物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、

緑
地
を
活
用
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、

暮
ら
し
の
身
近
な
場
所
に
あ
る
緑
が
、
暑
さ

や
水
害
リ
ス
ク
を
和
ら
げ
る「
頼
れ
る
基
盤
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
森
林
保

全
施
策
と
し
て
、「
第
４
期
ひ
ろ
し
ま
の
森

づ
く
り
推
進
方
針
」
に
基
づ
き
、
手
入
れ
不

足
の
人
工
林
の
整
備
や
、
住
民
団
体
な
ど
多

様
な
主
体
に
よ
る
里
山
林
整
備
、
森
林
保
全

活
動
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
推
進
し
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
８

年
度
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
４

期
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
今
後
の
方
針

を
定
め
る
と
と
も
に
、
森
づ
く
り
活
動
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み

ど
り
推
進
機
構
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
学
校

な
ど
の
身
近
な
公
共
施
設
の
緑
化
や
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
県
内
の
幅
広
い

活
動
を
長
年
に
わ
た
り
支
援
さ
れ
、「
県
民

参
加
に
よ
る
多
様
な
森
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
の
少
年
団
の
育
成
に
加
え
、
県

内
各
市
町
の
保
育
所
等
に
お
い
て
、
森
の
楽

し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
る
「
森
の
教
室
」
を

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

の
育
成
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
緑
の
募
金
に
よ
る
浄
財
を
原
資

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
様
々
な
緑
化
活
動

は
、
七
十
年
以
上
に
わ
た
り
我
が
国
の
環
境

緑
化
活
動
の
取
組
を
支
え
て
き
た
大
切
な
基

盤
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
の
高
ま

る
意
義
深
い
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

本
県
と
し
ま
し
て
も
、
多
様
な
主
体
に
よ

る
森
づ
く
り
の
取
組
と
相
ま
っ
て
、
県
内
緑

化
の
一
層
の
推
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き

続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

広
島
県
林
業
振
興
担
当
部
長

　野
上

　光
康



3

１
．
今
年
も
４
月
29
日
に
賑
や
か
に
開
催

今
年
も
旧
「
み
ど
り
の
日
」
の
４
月
29
日

に
「
第
30
回
み
ど
り
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
春
は
短
い
周
期
で
雨
降
り
の

日
が
や
っ
て
き
て
お
り
、
開
催
日
の
天
候
を

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
は
翌
日
の
予
報

へ
と
変
わ
り
、
無
事
開
催
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。
多
少
肌
寒
さ
も
感
じ
る
１
日
で
し
た

が
、
メ
イ
ン
会
場
の
多
目
的
広
場
・
芝
生
広

場
に
設
け
た
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
に
は
早
朝
か

ら
多
く
の
お
客
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
推

計
2
、5
0
0
人
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２
．
開
会
式
で
は

10
時
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式
で
は
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
玉
田
陽
子
さ
ん
の
司
会
進
行

に
よ
り
、「
県

民
緑
化
の
集

い
」
実
行
委

員
会
の
高
木
委

員
長
（（
一
社
）

広
島
県
森
林
協

会
常
務
理
事
）

の
あ
い
さ
つ
、

広
島
県
の
野
上

林
業
振
興
担
当

部
長
の
来
賓
祝

辞
、
実
行
委
員

会
構
成
団
体
の

紹
介
と
進
み
、

恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
可
部
南

グ
リ
ー
ン
ズ
緑

の
少
年
団
」
の

子
ど
も
た
ち
12

人
に
よ
る
力
強
い
「
み
ど
り
の
誓
い
」
が
発

表
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

３
．
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

毎
回
人
気
の
「
寄
せ
植
え
教
室
」（
広
島

県
造
園
建
設
業
協
会
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

「
た
ね
団
子
を

作
ろ
う
」（
み

ず
え
緑
地
㈱
）、

「
粘
土
で
作
ろ

う
」（
モ
ー
モ
ー

ア
ー
ト
）、「
オ

カ
リ
ナ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」（
へ

ん
て
こ
オ
カ
リ

ナ
）、「
自
然
と

遊
ぼ
う
」（
広
島

市
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
ネ
イ
チ
ャ
ー

の
会
）、「
自
由

工
作
塾
（
ふ
れ

あ
い
湧
）、「
親

子
木
工
教
室
」

（
広
島
県
林
業

研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議

会
）
な
ど
の
製

作
ブ
ー
ス
が
出

展
し
、
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。「
森
の

安
全
作
業
を
学

ぼ
う
（
N
P
O

法
人
ひ
ろ
し
ま

人
と
樹
の
会
）」

で
は
、
丸
太
切

り
体
験
を
通
じ

て
安
全
な
ノ
コ

ギ
リ
の
使
い
方

も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
折

り
紙
ヒ
コ
ー

キ
飛
ば
し
」、

「
モ
ー
リ
ー
と
記
念
撮
影
」、「
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験
」（
㈱
オ
ー
ル
・
オ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
）
や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
駐
車
場
で

の
「
空
か
ら
森
を
眺
め
よ
う
」
な
ど
製
作
体

験
以
外
に
も
多
く
の
体
験
を
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

４
．
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

本
部
テ
ン
ト

で
は
広
島
県
樹

苗
農
業
組
合
か

ら
モ
ミ
ジ
や
ケ

ヤ
キ
な
ど
の
苗

木
30
本
が
配

ら
れ
る
と
と
も

に
、「
緑
の
募
金
」

コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
募
金
者
に

は
カ
ー
プ
や
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、「
企
業
の
森

の
取
組
」
や
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業

の
取
組
」
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
展
示
館
で
は
草
和
会
の
「
山
野

草
展
示
販
売
・
お
茶
席
」
が
催
さ
れ
、
季
節

の
草
花
や
寄
せ
植
え
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
お

茶
席
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
．
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は

狩
留
家
朝
市
グ
ル
ー
プ
の
「
朝
採
り
野
菜

と
地
元
加
工
品
」、
カ
ス
タ
ー
ニ
ャ
の
「
焼
き

菓
子
販
売
」、
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
木

工
品
展
示
・
販
売
」、
み
ず
え
緑
地
の
「
草

花
販
売
」
と
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
等
販
売
」
の
ブ
ー
ス
に
加
え
、
こ
む

ぎ
の
う
ど
ん
、
ピ
ザ
ー
ラ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
ピ

令
和
８（
２
０
２
６
）年
度
　
第
30
回

「
み
ど
り
の
集
い
」
開
催
報
告

開
催
年
月
日
：
令
和
８
年
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

開
催
場
所
：
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
　
広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

主
　
　
催
：「
県
民
緑
化
の
集
い
」
実
行
委
員
会

開会式挨拶

寄せ植え教室 みどりの誓いの発表

山野草展示

自由工作塾森の安全作業を学ぶモーリーと記念写真
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ザ
、
３
丁
目
の
た
こ
ボ
ー
ル
の
た
こ
焼
き
、

K
O
N
A
R
I
S
U
の
バ
タ
ー
チ
キ
ン
カ

レ
ー
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
が
あ
り

賑
わ
い
ま
し
た
。

６
．
ス
テ
ー
ジ
で
は

毎
年
「
み
ど
り
の
集
い
」
を
盛
り
上
げ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
の
２
団

体
か
ら
３
団
体
に
増
え
て
一
層
の
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
「
県
庁

合
唱
団
」
19
名
の
皆
さ
ん
か
ら
馴
染
み
の
あ

る
曲
目
が
明
る
い
歌
声
で
会
場
内
に
響
く
と

と
も
に
、
昨
年
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
コ
ン
サ
ー
ト
デ
ュ
ー
オ
」
の
２
名
に

よ
る
オ
カ
リ
ナ
と
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
演
奏
で

は
体
験
ブ
ー
ス
で
オ
カ
リ
ナ
づ
く
り
を
し
た

子
ど
も
た
ち
も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
演
奏

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

か
ら
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
「
遊
学
の
森
カ

ル
テ
ッ
ト
＋
１
」
５
名
の
皆
さ
ん
に
は
ジ
ャ

ズ
演
奏
を
披
露
い
た
だ
き
、
多
彩
な
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

７
．
閉
会
式
で
は

閉
会
の
挨
拶
は
、「
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森

管
理
グ
ル
ー
プ
」
を
代
表
し
て
㈱
第
一
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
岡
野
晋
一
が
参
加
者
の
皆
さ
ん

へ
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
閉
会
式
後
は
恒
例

に
よ
り
会
場
内
を
華
や
か
に
飾
っ
て
い
た
花

苗
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の

花
を
手
に
し
た
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
会
場
を
後

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
．
広
報
活
動
に
つ
い
て

こ
の「
み
ど
り
の
集
い
」は
緑
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
最
大
級
の
も
の
で
す
の
で
、
広
報
活
動
に

も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
７
、５
０
０
枚
を
近

隣
の
施
設
な
ど
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
は
事
務

局
職
員
が
臨
場
感
あ
る
構
成
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
は
従
来

のInstagram

、
Ｘ
、Facebook

に
加
え

Y
ouT

ube

、T
ikT

ok
、T

hreads

に
も
開

催
情
報
を
写
真
や
動
画
で
掲
載
し
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

行　　事　　名 実　　施　　日 料　　金 申込（期限） 内　　　　容

広島県緑化センター TEL 082-899-2811 広島市東区福田町 https://ryokka-c.jp/

7月の植物観察会 7月1日（水） 無料 自由参加 散策路を歩きながら、植物を観察します。（10:00〜12:00）

夏のきのこ教室 7月5日（日） 無料 自由参加 園内で自由にきのこを採集し、午後から持ち寄ったきのこを鑑定し
ます。（10:00〜14:00）　※採集用のカゴ持参  荒天中止

夏休み昆虫教室 7月19日（日） 無料 【抽選制】事前にホーム
ページより予約要

昆虫の生態や採集方法などを学び、屋外で採集します。
（10:00〜12:00）　※採集用具持参

夏休み自由工作塾
7月19日（日）、7月26日（日）、
8月2日（日）、8月16日（日）、

8月23日（日）
材料費100円

（1作品につき） 随時受付 木の実や木の枝を自由に使い作品を作ります。
（10:00〜15:00）

藍のトントン染め 7月20日（月祝） 材料費500円 【抽選制】事前にホーム
ページより予約要 藍染めについて学び、トントン染めを実践します。（10:00〜12:00）

昆虫標本作り入門 7月26日（日） 材料費1,500円 【抽選制】事前にホーム
ページより予約要 昆虫について学び、標本を作ります。（10:00〜12:00）

水生昆虫を探そう 8月2日（日） 無料 【抽選制】事前にホーム
ページより予約要

渓流路で水生昆虫の観察をします。（10:00〜12:00）雨天中止
※持参物等詳細はHP参照。※5歳以上、小学生以下《小学3年生以
下の子供が複数名参加の場合は保護者2名以上必須》

はじめての苔テラリウム 8月30日（日） 材料費1,000円 要予約・先着20作品
（7/1〜開始） 苔テラリウム作りに挑戦します。（10:00〜12:00）

秋の七草と植物観察会 9月2日（水） 無料 自由参加 秋の七草について学び、植物を観察します。（10:00〜12:00）

薬草講座 9月4日（金） 無料 自由参加 秀吉、團十郎が愛した薬ういろう（外郎）と香料。
（10:00〜12:00）

９月の植物観察会 9月20日（日） 無料 自由参加 散策路を歩きながら植物を観察します。（10:00〜12:00）

親子いけばな教室 9月23日（水祝） 材料費800円 要予約・先着15作品
（8/1〜開始） 水辺の景色をいけよう。（10:00〜12:00）

秋のきのこ入門観察会 9月27日（日） 無料 【抽選制】事前にホーム
ページより予約要

講師と一緒に園内を散策しながら、発生しているキノコの説明を聞
きます。（10:00〜12:00）

広島県立中央森林公園 TEL 0848-86-9101 三原市本郷町 http://www.chuo-shinrin-koen.or.jp/

昆虫教室 7月4日（土）・7月11日（土） 3,000円 自然観察とカブトムシの家づくり

木工教室 7月19日（日）・7月26日（日） 2,500円 保護者と小学3年生以上対象で大工さんと一緒に作る

寄せ植え教室 9月27日（日） 4,500円 観葉植物の寄せ植え

イベント掲示板（７月〜９月）

キッチンカーも来たよ

ステージ「コンサートデューオ」

ステージ「遊学の森カルテット＋１」
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６
月
の
第
１
日
曜
日
は
、「
出
か
け

よ
う
、
ふ
る
さ
と
の
山
へ
！ 

あ
な
た
の

身
近
な
里
山
へ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
令

和
８
年
６
月
７
日
（
日
）、
第
24
回
ひ

ろ
し
ま
「
山
の
日
」
県
民
の
集
い
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
内
12
市
町

13
会
場
（
大
竹
市
は
６
月
６
日
、
福

山
市
お
よ
び
世
羅
町
は
６
月
14
日
、
三

次
市
は
10
月
３
日
、
安
芸
太
田
町
は
10

月
11
日
、
三
原
市
に
っ
せ
き
の
森
は
秋

頃
開
催
予
定
）
に
て
、里
山
の
手
入
れ
、

森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
自
然
観
察

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
当
日
は
雨

天
予
報
で
あ
っ
た
た
め
、
呉
市
会
場
は
、

安
全
第
一
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
各
会
場
の
特
性
を
活
か
し
た
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
取
り
組
み
は
、

「
ひ
ろ
し
ま
『
山
の
日
』
県
民
の
集
い
」

の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
24
回
目
を
迎
え
る
集
い
行
事

の
総
合
開
会
式
は
、
東
広
島
市
会
場

で
行
い
ま
し
た
。
各
会
場
に
は
多
く
の

方
々
ご
参
加
い
た
だ
き
、
雨
天
に
伴
い

一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
は
あ
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
山
・
自
然
の
愛
好
家

の
皆
さ
ま
が
、
身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ

う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
里
山
を
守
る
活
動
は
、
S
D
G
s

の
目
標
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」「
陸

の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
参
加
を
通
じ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
S
D
G
s
を
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

約
1
8
0
名
の
参
加
の
も
と
で
行
わ

れ
た
総
合
開
会
式
で
は
、
広
島
県
西
部

農
林
水
産
事
務
所
東
広
島
農
林
事
業

所
の
所
長
・
田
中
健
也
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
賜

り
、
森
林
整
備
活
動
の
重
要
性
に
つ
い

て
心
温
ま
る
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
東
広
島
み
ど
り
の
少
年
団

の
児
童
２
名
に
よ
る
力
強
い
「
山
の
日

宣
言
」
が
行
わ
れ
、
身
近
な
里
山
保

全
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
開
会

式
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
酒
造
業
者
や
森
林
関
係
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
西
条
・
山
と
水

の
環
境
機
構
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

地
元
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
1
0
0

名
が
「
山
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
」
を

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た

め
急
き
ょ
、「
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

森
林
整
備
の
確
認
」「
森
の
植
物
観
察
」

「
森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
の
３
つ

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
薪
割
り
機
の
体
験
や
防
虫
ス
プ

レ
ー
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
、
大
変
有

意
義
な
「
山
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て
は
、
S
D
G
s
の
視

点
に
立
ち
、
豊
か
な
身
近
な
里
山
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
々

の
参
加
を
得
ら
れ
る
よ
う
地
域
と
連
携

し
、
地
域
ぐ
る
み
の
里
山
保
全
活
動
の

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

▲開会式　前垣壽男会長 ▲東広島みどりの少年団に
よる「山の日宣言」

▲安全祈願の
「どんぐりころころ」三唱

▲「松ぼっくり工作」の様子

▲「虫さんバイバイスプレー
づくり」の様子

▲森のネイチャーゲームの
説明を聞いている様子

参加者一覧
会場名 参加者 山の手入れ等 備考

東広島市会場 東広島市憩いの森公園 180人 110人 山の観察会に変更

廿日市市会場 もみのき森林公園 100人 20人

広島市会場 ひろしま遊学の森（広島県緑化センター） 47人 0人 山の手入れは、雨天中止

三原市会場
高坂自然休養村管理センター 92人 50人

日赤の森 秋頃予定

福山市会場 ふくやまふれ愛ランド 6/14開催予定

三次市会場 ハイヅカ湖畔の森 10/3開催予定

呉 市 会 場 野呂山・野呂高原ロッジ周辺 雨天のため中止

世羅町会場 せら夢公園 6/14開催予定

坂 町 会 場 ベイサイドビーチ坂 3人 0人

大竹市会場 マロンの里交流館 500人 9人 6/6開催

庄原市会場 ひろしま県民の森 71人 0人

安芸太田町会場 深入山グリーンシャワー 10/11開催予定

計 993人 189人

この３年間の推移
項　目 第21回（2023年） 第22回（2024年） 第23回（2025年）

会場数 15市町、16カ所 12市町、13カ所 11市町、13カ所

全体参加者数 7,511人 4,366人 3,222人

山の手入れ等参加者 576人 314人 521人

第24回  ひろしま「山の日」県民の集い第24回  ひろしま「山の日」県民の集い
広島県内7の会場で開催！ 10月末までに5会場開催予定広島県内7の会場で開催！ 10月末までに5会場開催予定

東
広
島
市
憩
い
の
森
公
園
会
場
の
様
子

5
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可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団
は
、
少

年
野
球
の
チ
ー
ム
「
可
部
南
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
（
昭
和
50
年
に
発
足
）」
を
母
体
に
、「
第

１
回
み
ど
り
の
集
い
」
の
始
ま
っ
た
平
成
９

年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

発
足
の
動
機
は
、
子
ど
も
た
ち
の
頭
の
中

が
“
全
て
野
球
”
と
な
っ
て
お
り
、
大
人
に

な
る
た
め
に
視
野
を
広
げ
た
幅
広
い
活
動
が

必
要
だ
と
思
っ
た
事
が
き
っ
か
け
で
、
み
ど

り
の
少
年
団
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
活

動
は
選
手
・
そ
の
兄
弟
、
家
族
も
参
加
し
、

団
員
同
士
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
家

族
が
交
流
で
き
る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と

し
て
は
、
４
月

に
は
街
頭
募
金

と
み
ど
り
の
集

い
、
５
月
は
河

川
敷
の
ご
み
拾

い
、
６
月
は
ひ

ろ
し
ま
山
の
日

県
民
の
集
い
、

８
月
に
は
み
ど

り
の
少
年
団
交

流
集
会
、
県
北

で
の
合
宿
と
他

の
少
年
団
と
野

球
を
通
じ
て
の
交
流
、
11
月
の
卒
団
記
念
植

樹
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
グ
ラ
ン
ド
の
草

取
り
や
駐
車
場
の
清
掃
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

第
30
回
み
ど
り
の
集
い
に
参
加
し
て

今
年
も
４
月
29
日
に
広
島
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
集
い
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
30
回
の
記
念
開
催
で
可
部
南
グ

リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団
は
第
１
回
か
ら
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

み
ど
り
の
集
い
の
開
会
式
で
は
団
員
が「
み

ど
り
の
誓
い
」
を
発
表
し
、
そ
の
後
午
前
・

午
後
と
１
回
ず
つ
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
み
ど
り
の
誓
い
の
原
稿
を
渡
し
た
と

き
に
は
、
団
員
は
と
て
も
長
い
文
章
に
不
安

な
表
情
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
の
時
も
長
い

誓
い
の
言
葉
を
暗
記
す
る
こ
と
に
精
一
杯
で

す
。
更
に
、
当
日
の
開
会
式
で
の
リ
ハ
ー
サ

ル
で
は
緊
張
し
て
声
が
出
ず
、
本
番
前
に
何

度
か
練
習
が
必
要
で
す
。

毎
年
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
と
し
た
６
年
生

が
、
み
ど
り
の
誓
い
を
発
表
し
ま
す
。
し
か
し

今
年
は
上
級
生
の
団
員
は
少
年
野
球
の
公
式
戦

と
予
定
が
重
な
っ
た
た
め
、
５
年
生
以
下
の
団

員
で
み
ど
り
の
集
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
練
習
の
時
や
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル

の
時
も
大
き
な
声
が
出
ず
、
指
導
者
と
し
て

は
来
て
下
さ
る
皆
さ
ん
に
元
気
な
み
ど
り
の

誓
い
を
お
伝
え
で
き
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

し
か
し
、
本
番
で
は
す
ご
く
充
実
し
た
良
い

表
情
を
し
な
が
ら
大
き
な
声
で
発
表
で
き
ま
し

た
。
終
わ
っ
た
時
に
は
会
場
の
皆
様
か
ら
た
く

さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
、
団
員
も
安
堵
と
自

信
が
混
じ
っ
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
い
つ
も
思
う

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
野
球
だ
け
で
は
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
団
員
達
の
良
い
と
こ
ろ

を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
団
員
達
は
自
分
に
自
信
を
つ

け
る
事
が
で
き
、
そ
れ
が
少
年
野
球
を
前
向
き

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
発
足
し
た
当
時
か
ら
変
わ

ら
な
い
姿
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
の

心
の
成
長
を
見
届
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

緑
の
少
年
団
活
動
状
況

可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団
《
広
島
市
》

可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団
《
広
島
市
》

可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団

　藤
川

　厚
美

可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団

　藤
川

　厚
美
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仕
事
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。

◦
ひ
ろ
し
ま
木
造
建
築
協
議
会
に
お
い
て
、

木
材
利
用
技
術
の
知
識
向
上
の
た
め
の
研

修
会
を
開
催
。

《
取
組
結
果
》

「
ベ
ン
チ
試
作
」
に
つ
い
て
は
、
広
島
工

業
大
学
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
1
3
7

名
が
12
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
広
島
工
業
大
学

と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
北
広
島
町
及
び
三

次
市
の
特
徴
を
活
か
し
、
北
広
島
町
向
け
の

ベ
ン
チ
６
脚
、
三
次
市
向
け
の
ベ
ン
チ
６
脚

を
製
作
し
、
８
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
展
示
し
た
後
、
公
共
施
設
等
へ
展
示
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
大
学
、
広
島
工
業
大

学
、
近
畿
大
学
が
連
携
す
る
木
造
建
築
担
い

手
講
座
実
行
委
員
会
で
は
、
同
大
学
の
学
生

15
名
が
４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
幼
稚
園
児
が

利
用
す
る
ベ
ン
チ
を
試
作
し
、
幼
稚
園
に
お

い
て
展
示
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
学
生
の
た
め
の
木
を
活
か
す
仕

事
体
験
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て
は
、
９
月
２
日

に
広
島
工
業
大
学
、
近
畿
大
学
、
広
島
大
学

の
学
生
12
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
、
地
域

材
を
活
か
し
た
家
具
づ
く
り
の
取
組
の
講
演

を
聞
き
、
製
材
の
疑
似
体
験
、
製
材
工
場
の

視
察
や
森
林
の
現
況
視
察
を
行
い
、
林
業
・

木
材
産
業
の
状
況
を
学
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ひ
ろ
し
ま
木
造
建
築
協
議
会
の

会
員
を
対
象
と
し
た
、
非
住
宅
の
木
造
建
築

の
取
組
事
例
の
研
修
会
で
は
、
８
月
27
日
に

30
名
が
受
講
し
、
木
材
の
調
達
方
法
、
建
築

コ
ス
ト
の
抑
制
に
つ
な
が
る
工
法
な
ど
を
議

論
す
る
こ
と
で
、
木
材
利
用
技
術
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

《
事
業
の
概
要
》

広
島
県
木
材
組
合
連
合
会
で
は
、
木
材
を

建
築
物
等
に
積
極
的
に
活
用
し
、
二
酸
化
炭

素
を
長
期
固
定
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
す
る
た
め
、県
産
材
製
品
等
の
普
及
啓
発
、

木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
及
び
木
材
利
用
を

促
進
す
る
人
材
育
成
な
ど
を
通
じ
て
、
木
材

利
用
促
進
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
国
土
緑
化
推

進
機
構
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
木
材
利
用
に

係
る
人
材
育
成
を
通
じ
て
、
木
材
利
用
の
機

運
醸
成
や
森
林
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
の

広
が
り
な
ど
に
よ
り
、「
国
民
参
加
の
森
林

づ
く
り
」
運
動
の
展
開
へ
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。

◦
建
築
関
係
学
生
に
対
し
て
木
材
の
基
礎
知

識
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
ベ
ン
チ

試
作
」
の
実
施
。

◦
身
近
な
と
こ
ろ
で
県
民
が
木
に
触
れ
合

い
、
木
の
良
さ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

機
会
を
設
け
る
た
め
、
試
作
し
た
ベ
ン
チ

の
公
共
施
設
へ
の
展
示
活
用
。

◦
林
業
・
木
材
産
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
「
学
生
の
た
め
の
木
を
活
か
す

「
木
材
利
用
に
係
る
人
材
育
成
支
援
事
業
」
報
告

（
一
社
）
広
島
県
木
材
組
合
連
合
会

令
和
７
年
度

大学生によるベンチ試作

広島工業大学の学生が試作した
ベンチ

木造建築担い手講座に参加した
学生が試作したベンチ

北広島町・三次市の特徴を聞く
広工大生

寄贈した幼稚園でのベンチ利用

① 製材工場の見学
場所：株式会社フォレストワン

②「水越の森」を歩く
場所：庄原市内の人工林

③ 主張セーザイゲーム
「製材」の魅力を疑似体験し製材技術を学ぶ。

場所：庄原自治振興センター

学生のための木を活かす仕事体験ツアー

演題：（仮称）「福山市まちづくり支援拠点
施設」の整備

講師：㈱あい設計　新苗氏

ひろしま木造建築協議会
技術研修会
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●●●　支　　部　　事　　務　　局　●●●
広 島 市

呉 　 市

竹 原 市

三 原 市

尾 道 市

福 山 市

府 中 市

三 次 市

庄 原 市

大 竹 市

東広島市

廿日市市

広島市役所農林整備課内

呉市役所農林水産課内

竹原市役所建設課内

三原市役所農林水産課内

尾道市役所農林水産課内

福山市役所農林水産課内

府中市役所農林課内

三次市役所農政課内

庄原市役所林業振興課内

大竹市役所産業振興課内

東広島市役所農林水産課内

廿日市市役所農林水産課内

082-504-2249

0823-25-3317

0846-22-7746

0848-67-6081

0848-38-9212

084-928-1033

0847-44-9159

0824-62-6163

0824-73-1124

0827-59-2130

082-420-0939

0829-30-9148

安芸高田市

江田島市

府 中 町

海 田 町

熊 野 町

坂 　 町

安芸太田町

北広島町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

安芸高田市役所農林水産課内

江田島市役所農林水産課内

府中町役場環境課内

海田町役場まちデザイン課内

熊野町役場農林緑地課内

坂町役場企画財政課内

安芸太田町役場産業観光課内

北広島町役場農林課内

大崎上島町役場建設課内

世羅町役場産業振興課内

神石高原町役場産業課内

0826-47-4022

0823-43-1642

082-286-3244

082-823-9634

082-820-5638

082-820-1507

0826-28-1973

0826-72-7363

0846-65-3124

0847-22-5304

0847-89-3337

公益社団法人  広島県みどり推進機構
〒 730-8511  広島市中区基町 10-52 県庁森林保全課内　TEL082-513-4840

E-mail  info@green-hiroshima.or.jp
ホームページ  https://www.green-hiroshima.or.jp

ひろしまの緑 109号（令和8年7月1日発行） 発行  公益社団法人広島県みどり推進機構

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
の
緑
化
活
動

等
に
助
成
す
る
本
年
度
の
「
み
ど
り
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
」
は
、
２
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
公
募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
24
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

去
る
５
月
25
日
に
、
緑
の
募
金
の
管
理
・

運
営
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
当
機
構
の
運
営

協
議
会
を
開
催
し
、
一
覧
表
の
と
お
り
全
事

業
を
採
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
の
ご
厚
志
に
沿
う
よ
う
な
、
素
晴
ら

し
い
「
県
民
参
加
の
み
ど
り
づ
く
り
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
実
施
し
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

（
公
社
）
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

４
月
12
日
（
日
）、
広
島
市
の
ヤ
マ
ダ
デ
ン

キ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
広
島
店
前
で
、
広
島
県
、
広
島

市
及
び
当
機
構
は
、
可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑

の
少
年
団
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
て
、「
緑
の
街
頭
募
金
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

少
年
団
の
子
供
達
が
元
気
に
大
き
な
声
を

出
し
て
、
募
金
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

募
金
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」

「
み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」助
成
額
決
定
！

助
成
額
決
定
！

24
団
体
の
事
業
を
採
択

令
和
８
年
度
公
募
事
業

区分 番号 実　施　主　体 事　　業　　名 実　施　場　所 助成額

森
　
　
林
　
　
整
　
　
備

1 吉川長寿会 生きがい対策森林づくり事業 東広島市八本松町 
吉川財産区内（借上げ地） 90,000

2 吉川の里山を育てる会 吉川みんなの森整備推進事業 東広島市八本松町吉川 
吉川財産区有林 80,000

3 NPO法人ひろしま人と
樹の会

森林ボランティアの啓蒙と 
森林整備事業

広島市文教大学構内及び 
近隣森林 150,000

4 深水自然を守る会 深水憩いの広場つくりと 
自然の再生

福山市神辺町 
西中条財産区有林、深水共有林 150,000

5 上御領下組自然と森林
を守る会 上御領下組森林整備事業 福山市神辺町 

上御領下組生産森林組合所有林 40,000

6 ふれあい湧 緑化センター森林整備事業 広島市東区福田町 
広島県緑化センター内の森林 150,000

7 一般社団法人風土会 小津谷の森林整備 安芸高田市甲田町下小原 90,000

8 下御領自然と歴史を守
る同好会 森林整備事業 福山市神辺町 

下御領生産森林組合所有地 40,000

9 福山山岳会 福山市近郊の里山登山道・ 
遊歩道整備事業 福山市近郊の里山 50,000

10 木の駅八千代 里山間伐整備事業 安芸高田市八千代町 90,000

小　計 10 930,000

環
　
　
境
　
　
緑
　
　
化

11 廿日市造園緑化建設業
協会 緑化推進事業パネル展示事業 廿日市市 

新宮中央公園 90,000

12 高屋堀団地花壇作り 
同好会 高屋堀団地周辺環境緑化事業 東広島市高屋町 

高屋堀団地周辺 40,000

13 土師ダム桜守プロジェクト 土師ダム桜守プロジェクト 
事業

安芸高田市八千代町土師 
土師ダム湖畔 50,000

14 大道田まちづくり支援
の会

みんなが行きたくなる 
花広場づくり事業

呉市焼山東 
花とみどりの夢広場 
大道田第２公園

120,000

15 甲奴中学校生徒会 学校緑化事業 三次市甲奴町 
甲奴中学校 180,000

16 大河内さくらの会 桜並木整備事業 東広島市西条町郷曽 
黒瀬川河川敷 40,000

17 三次市立塩町中学校 
生徒会 学校緑化事業 三次市大田幸町 70,000

18 安浦町下垣内自治会 桜で愛でようではないか 呉市安浦町下垣内地区内 150,000

19 吉舎中学校生徒会 
ボランティア 吉舎学区緑化事業 三次市吉舎町吉舎中学校 120,000

20 脱温暖化プロジェクトせら グリーンカーテン推進 世羅町内自治センター・保育所等 100,000

21 呉市川尻町まちづくり
委員会

『祇園さん』 
再生プロジェクト 事業 呉市川尻町久俊2丁目  祇園公園 200,000

小　計 11 1,160,000

普
　
及
　
啓
　
発

22 めんがめ倶楽部 地域の巨樹保全整備事業 三次市作木町下地区 70,000

23 公益財団法人オイスカ
広島県支部 山・林・ＳＵＮ活動事業 廿日市市吉和 

もみのき森林公園 40,000

24 可部南グリーンズ 
緑の少年団

緑の少年団 
自然体験思い出づくり 三次市君田町及び三原市本郷町 150,000

小　計 3 260,000

計 24 2,350,000

令和８年度 公募事業「みどりづくり活動支援事業」一覧表

緑
の
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
し
た

（単位：円）


